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令和７年度 学校評価（生徒・保護者）アンケート集計結果のお知らせ 

 

１．回収  生徒４４２名  保護者３２１名 

 

２．文書内の表記について 

生徒 A B 保護者 C D 

 A,B,C,D 内の数字は各質問に対する回答の％を示します。 

 A は「そう思う」，「だいたいそう思う」の合計。 

B は「あまりそう思わない」，「そう思わない」，「無回答」の合計。 

C は「当てはまる」，「だいたい当てはまる」，の合計 

D は「あまり当てはまらない」，「当てはまらない」，「無回答」の合計。 

 実際の質問は各々４段階でしたが，この文書では２段階の％で示します。 

 また，どちらかに該当する質問がない場合には，斜線とします。 

 

２．集計結果 

 ① 教育活動は，目的やねらいが明確に示されたか。 

生徒 / / 保護者 93 6 

   昨年度と比べ，５ポイント上昇しました。今年度も，保護者会などを通してご意見をうかが

ってまいりました。来年度も，生徒の姿を通して，保護者のみなさまに伝わるよう支援・指導

に尽力してまいります。 

 

 ② 授業について，学習のねらいが明確だったか。 

生徒 92 8 保護者 / / 

今年度も昨年度と同じ結果となりました。90％は越えたものの，一部の生徒たちにはまだ伝

わり切れてないということが今年度も数字に表れました。今後も職員による研究授業等を通し

て，指導主事による助言や様々な視点から授業づくりについて学び，子どもたちに還元する姿

勢を大切にしてまいります。 

 

 ③ 学習のねらいを理解し，目標をもって学習に取り組めたか。 

生徒 87 13 保護者 80 20 

保護者のみなさまは８ポイントの上昇が見られました。しかし，上記の設問と関係している

と考えると，生徒たちにねらいが明確に示されたが，それに対して十分に取り組めなかったと

自覚する生徒が昨年度に引き続き 15％おりました。この差を埋めるために，学習のねらいがよ

り生徒の身近なものになり，より深く伝わるよう，発問の工夫や授業改善に取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 



 ④ タブレットの活用等，工夫した授業を行っていたか。（生徒質問） 

   タブレットの活用，その他工夫ある取り組みを行っていると感じたか。（保護者質問） 

生徒 96 4 保護者 91 9 

   今年度は生徒と保護者の皆様の結果に，差がほぼ見られませんでした。保護者の皆様の肯定

的な評価は１４ポイント上昇しております。その要因は，９教科の課題に加えて，総合的な学

習の時間で学ぶ「課題探究学習」についてタブレットを活用し，調べたり発表の準備をしたり

する姿が学校や家庭で見られたことだと考えられます。今後もタブレット端末の活用を進め，

保護者のみなさまにも校内での取り組みが伝わるよう発信してまいります。 

  ⑤ 生徒一人ひとりの理解度を確認しながら授業が行われた。 

生徒 89 11 保護者 92 8 

      生徒は昨年度と横ばいのデータとなり，保護者のみなさまは 12 ポイント上昇しました。今後

も，引き続き一人ひとりの学習の様子を観察し，個別最適な学びの実現に向けて学級担任や教

科担任との連携を深めながら，授業を進めてまいります。 

 ⑥ 通知票の評価についての説明のわかりやすさ 

生徒 91 9 保護者 80 20 

    生徒にも保護者のみなさまも，昨年度と同じポイントとなりました。今後も「何をどのよう

に努力すれば次へのステップにつながるか」などの説明責任を果たせるように根拠を明確にし

て，事前・事後の説明が確実に行えるよう，引き続き努めてまいります。 

 ⑦ 部活や行事，委員会活動など仲間と協力して粘り強く取り組めたか。 

生徒 93 7 保護者 90 10 

 ⑧  自分の意見や取り組みを仲間に他の人に発信することができたか。 

生徒 82 18 保護者 / / 

⑦においては，生徒も保護者のみなさまも昨年度と同じ値となりました。部活動では日々の

練習や活動に励み，大会等で実力を発揮しました。また，KJKGs を見直しながら，委員会や係

と協力しながら活動する場面が多く見られました。今後も実践や実体験を通して，子どもたち

が「やりきることの大切さ」を味わえるよう，サポートしてまいります。 

⑧については，本校の学校目標の一つである「発信力」という点で，２ポイント上昇しまし

た。今年度の総合学習発表会では，３年生がタブレット端末を用いながらわかりやすいプレゼ

ンテーションを披露し，全校生徒の素晴らしいお手本となりました。その力を下級生たちにつ

なげるために，子どもたちが発信する場を多く設けたり，職員の支援を今後も続けてまい 

 ⑨ 先生・職員・学校は一方的でなく，寄り添うものであったか。 

生徒 91 9 保護者 93 7 

 ⑩ 先生は相談しやすい雰囲気を作っていたか。 

生徒 85 15 保護者 / / 

      生徒は昨年度と同じ数値となり，保護者のみなさまは４ポイント上向きになりました。今後

も一方的にならず，個々の悩み等に関して，寄り添う姿勢を大切にしてまいります。電話や面

談等，ニーズに合わせた対応方法を相談しながら実践してまいります。担任だけでなく，校内

の様々な立場の職員，また，内容によっては教育相談センター，教育支援センター，我孫子市

こども相談課などとの連携も継続してまいります。 

 ⑪ 学習や心の面で成長できたと感じるか。 

生徒 94 6 保護者 / / 

 ⑫  本校の教育活動は生徒一人一人に目を向けるものであり，生徒の成長が感じられた 

生徒 / / 保護者 92 8 

   昨年度と比べて生徒の回答は３ポイント上昇しました。また，保護者のみなさまは４ポイン

ト上向きとなりました。⑦の回答で表されたように，子どもたちは日々の学習に加えて体育祭

や合唱コンクール，総合学習発表会や旅行的行事等を通し，成長を実感できたと考えます。ま



た，保護者のみなさまにも複数日に渡る学習参観や各種便り，生徒たちの様子等を通して成長

を感じていただく機会が多かったと拝察します。今後も生徒たちを認め，励まし，自らが創り

上げる喜びや感動を感じることができるよう，職員一同尽力してまいります。 

 ⑬ 今年，相手の良さを認め，相手を尊重できた。 

生徒 96 4 保護者 / / 

      昨年度と同様の結果となりました。仲間との活動場面も昨年度よりも増加し，コミュニケー

ションを大切にすることが求められる中，より一層必要不可欠な心の有り様と考えられます。

このように生徒たちが自覚できていることは，大変うれしいことと感じます。 

 ⑭ 学校は HP や学校便り，学年だより，学級通信等で必要な情報を発信していた。 

生徒 / / 保護者 92 8 

  ⑮ 学校や担任は保護者の相談や意見を受け取る体制になっていた 

生徒 / / 保護者 92 8 

      ⑭は昨年度よりも 13 ポイント，⑮は２ポイントそれぞれ上昇しました。書面や C4th だけで

なく，参観なども含めてこれからも継続して生徒や学校の情報を発信してまいります。 

 ⑯ いじめに対して迅速かつ適切に対応した。 

生徒 92 8 保護者 93 7 

  ⑰ 学校はけがや体調管理に関して適切な措置を迅速に行った。 

生徒 / / 保護者 95 5 

  ⑱  安心して学校へ登校する（送り出す）ことができたか。 

生徒 93 7 保護者 96 4 

   ⑯の生徒の回答以外，すべて微増いたしました。上記は，昨年度に引き続き安心した学校生

活についての指標と捉えております。いじめへの迅速・適切な対応では保護者のみなさまのご

意見も上向きですので，今後もさらに迅速さ，適切さを心がけて対応してまいります。 

 ⑲ 久寺家中学校区は、小中一貫教育の充実に努めている。 

生徒 / / 保護者 82 18 

   昨年度よりも６ポイント上昇となりました。学校単位だけでなく，中学校の部活動という単

位でも児童と生徒の交流などは行われております。また，ボランティア活動も中区での募集を

行っております。情報を発信し，連携した教育課程などを模索し，今後も両小学校と手を携え

まいります。 

⑳ 学校は楽しい。 

生徒 92 8 保護者 / / 

   ⑳は、今年度我孫子市内の小中学校の子どもたちに追加された項目です。久寺家中の生徒た

ちは、９割を超える値で「学校は楽しい」と回答しました。学習・体験活動・部活動など，

各々の子どもたちが活躍できる場を作り認めていけるよう，職員一同引き続き尽力してまいり

ます。 

 

 

昨年度に比べ，保護者のみなさまの回答数が増えました。ありがとうございます。 

今回の結果については，本校学校運営協議会委員の方々にも報告し，引き続き C4th 等で各種

便りをこまめにお知らせしてほしいなど，来年度へのご助言をいただきました。以上，本アン

ケートで示された内容を，みなさまのご意見・励ましと捉え，さらに安心してもらえる学校，

保護者のみなさまとともに生徒の成長を支えていける学校を目指してまいります。 


